






要約:川崎病に対するガンマグロブリン(GG)投与の条件を作成したが,果して,この条件が

妥当なものであるかどうかをprospective に検討した。その結果,GG の投与率は約 70%,非

投与率は約 30%であった。GGを投与した例からは急性期において,約 22%の冠動脈障害例の

発生を見た。非投与例では約 6%の冠動脈障害の発生であり,重症な冠動脈障害は認められ

なかった。一般臨床において,この条件を使用することに問題はないと結論する。 


